
国
語
科
（
論
理
国
語
）
学
習
指
導
案

指
導
者

＊
＊
＊
＊
＊

一

日
時

令
和
＊
年
＊
月
＊
日
（
＊
曜
日
）
第
＊
限
（

分
）

50

二

学
級

第
三
学
年
＊
組
（
＊
名
）

三

単
元
名

自
分
自
身
に
も
関
わ
る
問
題
と
し
て
文
章
の
内
容
を
捉
え
て
、
理
解
を
深
め
よ
う

四

単
元
の
目
標

（
１
）
主
張
と
そ
の
前
提
や
反
証
な
ど
情
報
と
情
報
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
〔
知

識
及
び
技
能
〕
（
２
）
の
ア
）

（
２
）
関
連
す
る
文
章
や
資
料
を
基
に
、
書
き
手
の
立
場
や
目
的
を
考
え
な
が
ら
、
内
容
の
解
釈
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
（
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
Ｂ
「
読
む
こ
と
」
（
１
）
の
オ
）

（
３
）
言
葉
が
も
つ
価
値
へ
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
読
書
に
親
し
み
自
己
を
向
上
さ
せ
、
我

が
国
の
言
語
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
言
葉
を
通
し
て
他
者
や
社
会
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
。（
学

び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
）

五

取
り
上
げ
る
言
語
活
動
と
教
材

（
１
）
言
語
活
動

社
会
的
な
話
題
に
つ
い
て
書
か
れ
た
論
説
文
や
そ
の
関
連
資
料
を
読
み
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
基
に
、
自
分
の
考

え
を
論
述
す
る
活
動
。
（
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
Ｂ
「
読
む
こ
と
」
（
２
）
の
イ
を
参
照
）

（
２
）
教
材

宮
下
紘
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
（
『
＊
＊
＊
＊
＊
』
＊
＊
＊
）

六

単
元
の
評
価
規
準

（
１
）
主
張
と
そ
の
前
提
や
反
証
な
ど
の
情
報
と
情
報
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
る
。
（
知
識
・
技
能
）

（
２
）
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
関
連
す
る
文
章
や
資
料
を
基
に
、
書
き
手
の
立
場
や
目
的
を
考
え
な
が
ら
、
内
容

の
解
釈
を
深
め
て
い
る
。
（
思
考
・
判
断
・
表
現
）

（
３
）
作
品
の
内
容
や
資
料
に
基
づ
い
て
自
分
の
考
え
を
論
述
す
る
活
動
を
通
し
て
、
学
習
課
題
に
沿
っ
て
粘
り
強
く

自
分
の
考
え
の
論
理
性
を
高
め
よ
う
と
努
め
、
積
極
的
に
作
品
の
内
容
理
解
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
（
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
）

七

指
導
観

（
１
）
単
元
観

筆
者
の
問
題
意
識
を
自
分
に
も
関
わ
る
問
題
と
し
て
捉
え
、
内
容
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
本

文
の
構
成
や
論
理
展
開
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
筆
者
の
問
題
意
識
や
論
旨
を
理
解
す
る
と
い
う
文
章
読
解
を
習

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
単
元
で
あ
る
。

（
２
）
学
習
者
観

お
お
む
ね
良
好
な
学
習
態
度
で
あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
精
査
し
な
が
ら
文
章
を
読
解
す
る
力
に
課
題
が

あ
る
。
複
数
の
文
章
を
読
み
比
べ
る
活
動
を
通
し
て
、
自
分
自
身
の
力
で
文
章
の
内
容
を
理
解
す
る
力
を
養
い

た
い
。

（
３
）
教
材
観

ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
具
体
例
の
対
比
が
明
確
で
あ
る
た
め
、
評
論
の
基
本
的
な
構
成
を
学
ば
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
比
較
対
照
を
す
る
こ
と
で
筆
者
が
捉
え
て
い
る
問
題
点
を
理
解
さ
せ
る
と
い

う
読
解
の
流
れ
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

八

単
元
の
指
導
計
画
（
配
当
時
間
５
時
間
）

次

学
習
活
動

言
語
活
動
に
関
す
る
指
導
上
の
留

評
価
上
の
留
意
点

時
間

意
点

◇
観
点

□
点
検
、
確
認
■
分
析

＊
生
徒
へ
の
支
援
の
手
だ
て

＊
「
努
力
を
要
す
る
状
況
」
と
評
価
し

た
生
徒
へ
の
支
援
の
手
だ
て

第
１
次

・
単
元
の
目
標
を
理
解
す

・
こ
の
単
元
の
目
標
を
伝
え
、
生

３
時
間

る
。

徒
に
理
解
さ
せ
る
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅰ
を
用
い

・
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の
か
整

◇
（
思
）

資料５



資料５

て
、
筆
者
が
捉
え
て
い
る

理
し
た
後
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

□
「
記
述
の
点
検
」（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅰ
）

問
題
点
を
理
解
す
る
。

の
「
忘
れ
な
い
」
問
題
が
自
分
に

関
わ
る
こ
と
だ
と
捉
え
さ
せ
る
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅰ
を
用
い

・
全
文
読
ん
で
い
な
い
段
階
で
の
自

＊
話
し
合
い
を
促
す
よ
う
に
、
適
切
に

て
、
筆
者
の
問
題
点
の
解

分
な
り
の
解
決
策
を
、
周
り
と
話

助
言
を
す
る
。

決
策
を
考
え
る
。

し
合
い
な
が
ら
考
え
さ
せ
る
。

＊
根
拠
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
、

思
考
ツ
ー
ル
を
用
い
て
考
え
さ

せ
る
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅰ
を
用
い

・
両
者
の
違
い
の
原
因
を
明
確
に
さ

◇
（
思
）

て
、
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」

せ
る
。

□
「
記
述
の
確
認
」（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅰ
）

に
つ
い
て
の
Ｅ
Ｕ
と
ア
メ

＊
教
科
書
の
該
当
ペ
ー
ジ
を
指
示
し

＊
周
り
と
相
談
を
さ
せ
て
、
助
言
を
も

リ
カ
の
違
い
を
理
解
す
る
。

て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
取
り
組
ま

ら
い
な
が
ら
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
完
成

せ
る
。

さ
せ
る
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅰ
を
用
い

・
日
本
で
の
具
体
的
な
事
例
か
ら
筆

＊
回
収
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述
が

て
、
日
本
に
お
け
る
「
忘

者
が
ど
う
い
う
結
論
に
至
っ
た
の

不
十
分
な
場
合
は
、
詳
細
な
コ
メ
ン

れ
ら
れ
る
権
利
」
の
問
題

か
を
確
認
さ
せ
る
。

ト
を
書
い
て
再
度
説
明
す
る
。

点
を
理
解
す
る
。

第
２
次

・
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
に

・
検
索
結
果
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
を

◇
（
知
）

２
時
間

つ
い
て
各
国
・
地
域
で
の

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅱ
に
書
き
出
さ
せ

□
「
記
述
の
確
認
」（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅱ
）

対
応
の
異
同
を
、
イ
ン
タ

る
。

＊
検
索
す
る
際
の
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
の

ー
ネ
ッ
ト
検
索
を
す
る
こ

・
日
本
と
他
国
と
の
異
同
を
確
認
さ

助
言
を
す
る
。

と
で
確
認
す
る
。

せ
る
。

・
検
索
結
果
や
教
科
書
本
文

・
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
説
明
を
し
、
記

＊
机
間
指
導
し
な
が
ら
、
随
時
助
言
を

を
参
考
に
し
て
、
今
後
の

述
の
目
標
を
明
示
し
て
お
く
。

す
る
。

日
本
で
ど
の
よ
う
な
規
定

・
自
分
の
考
え
の
根
拠
も
記
述
さ
せ

＊
隣
同
士
で
の
相
談
な
ど
を
さ
せ
、
周

や
哲
学
が
必
要
か
を
考
え
、

る
。

り
か
ら
の
助
言
を
も
ら
い
な
が
ら
自

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅱ
に
記
述

＊
第
１
次
で
考
え
た
解
決
策
も
ヒ
ン

分
の
考
え
を
完
成
さ
せ
る
。

す
る
。

ト
に
な
る
こ
と
を
助
言
す
る
。

・
生
徒
間
で
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

・
相
手
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
ル
ー
ブ

Ⅱ
を
交
換
し
、
相
互
評
価

リ
ッ
ク
に
基
づ
い
た
評
価
を
し
、

を
す
る
。
こ
れ
を
２
～
３

更
に
、
相
手
の
考
え
の
良
い
と

回
繰
り
返
す
。

こ
ろ
も
記
述
さ
せ
る
。

・
自
分
自
身
の
振
り
返
り
を

・
こ
の
単
元
の
目
標
を
再
度
確
認
さ

◇
（
思
・
態
）

す
る
。

せ
な
が
ら
、
自
己
の
振
り
返
り
を

■
「
記
述
の
分
析
」（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅱ
）

促
す
。

＊
た
だ
の
感
想
に
な
ら
な
い
よ
う

に
机
間
指
導
し
な
が
ら
助
言
を
す

る
。

九

本
時
の
具
体
的
な
目
標

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
本
文
に
関
連
す
る
資
料
を
参
考
に
し
て
、
筆
者
の
考
え
る
問
題
に
つ
い
て
現
実
の

社
会
と
結
び
つ
け
な
が
ら
、
そ
の
内
容
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

十

本
時
の
具
体
的
な
評
価
規
準

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
本
文
に
関
連
す
る
資
料
を
参
考
に
し
て
、
筆
者
の
考
え
る
問
題
に
つ
い
て
現
実
の

社
会
と
結
び
つ
け
な
が
ら
、
そ
の
内
容
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。
（
思
考
・
判
断
・
表
現
）

十
一

本
時
（
全
５
時
間
中
の
５
時
間
目
）
の
指
導



資料５

学
習
段
階

学
習
内
容

学
習
活
動

言
語
活
動
に
お
け
る
指
導
上
の
留
意
点

導
入

・
本
日
の
学
習
内
容
を

①
本
時
の
目
標
と
言
語
活
動
に
つ
い

①
本
文
の
内
容
に
即
し
た
自
分
の
考
え
を

（
５
分
）

知
る
。

て
確
認
す
る
。

記
述
す
る
と
い
う
目
標
を
確
認
す
る
。

展
開

・
前
時
の
続
き
で
、
今

②
検
索
結
果
や
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
参

②
隣
同
士
で
の
相
談
な
ど
を
さ
せ
、
周
り

（
４
０
分
）

後
の
日
本
で
ど
の
よ

考
に
し
な
が
ら
、
自
分
の
意
見
を

か
ら
の
助
言
を
も
ら
い
な
が
ら
自
分
の

う
な
規
定
や
哲
学
が

考
え
て
記
述
す
る
。

考
え
を
完
成
さ
せ
る
。

必
要
か
を
考
え
、
ワ

③
自
分
の
考
え
の
根
拠
を
示
す
よ
う

③
机
間
指
導
し
な
が
ら
、
随
時
助
言
を
す

ー
ク
シ
ー
ト
Ⅱ
に
記

に
注
意
す
る
。

る
。

述
す
る
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅱ
を

④
相
手
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
相
手
へ

④
相
手
の
考
え
の
よ
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け

交
換
し
、
相
互
評
価

の
評
価
を
書
く
。

る
よ
う
に
意
識
さ
せ
る
。

す
る
。

⑤
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
て
相
互

評
価
す
る
。

終
結

・
本
時
の
内
容
を
振
り

⑥
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅱ
の
振
り
返
り
を

◆
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅱ
を
回
収
し
、
ル
ー
ブ

（
５
分
）

返
る
。

す
る
。

リ
ッ
ク
に
よ
り
評
価
を
す
る
。

十
二

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

観
点

Ａ

Ｂ

Ｃ

自
分
の
考
え

資
料
や
本
文
の
内
容
を
踏
ま
え

資
料
や
本
文
の
内
容
を
理
解
し
、
資
料
や
本
文
に
目
を
通
し
、
自
分

を
述
べ
る
こ

な
が
ら
、
説
得
力
の
あ
る
論
拠

論
拠
を
明
示
さ
せ
て
、
自
分
の

の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

と
で
内
容
の

を
示
す
と
と
も
に
、
自
分
な
り

意
見
を
述
べ
て
い
る
。

理
解
を
深
め

の
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

る
。
（
思
考

・
判
断
・
表

現
）

粘
り
強
く
学

授
業
を
通
じ
て
、
自
分
自
身
の

授
業
を
通
じ
て
、
自
分
自
身
の

授
業
を
通
じ
て
、
自
分
自
身
の
課

習
に
取
り
組

課
題
点
や
今
回
得
る
こ
と
が
で

課
題
点
や
今
回
得
る
こ
と
が
で

題
点
や
今
回
得
る
こ
と
が
で
き
た

み
、
積
極
的

き
た
能
力
を
客
観
的
に
把
握
し

き
た
能
力
を
客
観
的
に
把
握
し

能
力
を
客
観
的
に
把
握
し
よ
う
と

に
自
己
を
高

て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
能
力

て
い
る
。

努
め
て
い
る
。

め
よ
う
と
し

を
今
後
の
学
習
に
活
用
し
よ
う

て
い
る
。（
主

と
い
う
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

体
的
に
学
習

想
定
で
き
て
い
る
。

に
取
り
組
む

態
度
）

十
三

御
高
評
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論
理
国
語 

授
業
プ
リ
ン
ト
①
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

組 
 

 

番 

名
前 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
質
問
に
答
え
な
さ
い
。（
本
文
抜
粋
） 

  

人
は
「
忘
れ
る
」
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
「
忘
れ
な
い
」
。 

 

ひ
と
た
び
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
出
た
情
報
は
、
半
永
続
的
に
残
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
と
な
る
。
デ
ジ

タ
ル
の
世
界
に
生
き
る
我
々
は
、
人
間
の
本
性
で
あ
る
「
忘
れ
る
」
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
む
ろ
ん

忘
れ
や
す
い
人
間
に
と
っ
て
、
友
人
と
の
写
真
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
残
し
て
お
く
利
便
性
も
あ
る
。

し
か
し
、
思
わ
ぬ
形
で
掲
載
さ
れ
た
一
枚
の
学
生
の
頃
の
写
真
が
、
就
職
活
動
や
後
の
人
生
を
左
右
す
る
こ

と
も
あ
る
。
不
祥
事
を
起
こ
し
た
企
業
関
係
者
の
私
生
活
に
関
す
る
情
報
、
軽
微
な
事
件
を
起
こ
し
た
加
害

者
に
関
す
る
住
所
や
家
族
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
さ
れ
た
事
件
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。 

 

① 

こ
の
文
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
問
題
（
筆
者
が
考
え
て
い
る
具
体
的
な
問
題
）
は
何
か
。 

    

② 

①
の
問
題
を
言
い
換
え
る
と
ど
う
言
え
る
か
。
本
文
を
参
考
に
次
の
空
欄
を
埋
め
て
答
え
な
さ
い
。 

・
現
代
人
は
そ
の
【 

 
 

 

】
で
あ
る
【 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

】
が
難
し
く
な 

っ
て
い
る
。 

 

③ 

右
記
の
文
章
に
あ
る
よ
う
な
問
題
で
、
あ
な
た
の
身
近
で
あ
っ
た
同
様
の
問
題(

ニ
ュ
ー
ス
等
で
知
っ

て
い
た
こ
と
も
含
む)

を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。 
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④ 
③
で
書
き
出
し
た
問
題
や
上
記
の
本
文
に
あ
る
よ
う
な
問
題
が
生
じ
た
際
、
ど
の
よ
う
な
解
決
策
が

必
要
だ
と
思
う
か
。
左
の
図
を
使
い
な
が
ら
、
話
し
合
っ
て
一
つ
の
案
と
そ
の
根
拠
を
考
え
よ
う
。 

 

 

【
必
要
な
策
】 

   

 

【
な
ぜ
必
要
か
①
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
な
ぜ
必
要
か
②
】 

 

      

 

 

【
必
要
な
根
拠
①
】 

 
 

【
必
要
な
根
拠
②
】 

 
 

【
必
要
な
根
拠
③
】 

 
 

【
必
要
な
根
拠
④
】 

           

⑤ 

本
文
中
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
何
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
教
科
書P

.3
4

4

の

９
行
目
か
ら
を
読
ん
で
答
え
な
さ
い
。 

 

・【
Ａ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

】 
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二 
教
科
書(P

.3
4

4

の
９
行
目
～)

を
読
ん
で
、
次
の
質
問
に
答
え
な
さ
い
。 

⑥ 

⑤
で
答
え
た
【
Ａ
】
が
作
ら
れ
た
経
緯
を
ま
と
め
な
さ
い
。 

 ・
最
初
に
提
案
さ
れ
た
場
所(

国)

… 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
ど
う
い
っ
た
目
的
で
（
何
の
た
め
に
）
作
ら
れ
た
の
か
… 

 
(

Ａ) 

  
(

Ｂ) 

 
 

 

・
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
… 

   

 

⑦ 

Ｅ
Ｕ
で
【
Ａ
】
が
発
達
し
た
背
景
に
は
ど
ん
な
問
題
が
あ
っ
た
の
か
。
答
え
な
さ
い
。 

     

→
つ
ま
り
、
【 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

】
を
重
要
視
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

 

⑧ 

ア
メ
リ
カ
で
は
【
Ａ
】
は
ど
う
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
背
景
が
あ
る
の
か
。

次
の
文
の
空
欄
を
埋
め
て
答
え
な
さ
い
。 

 

・
ア
メ
リ
カ
で
は
【 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

】
と
と
も
に
、
【 

 
 

 
 

 
 

 

】
を
重
要 

視
し
て
き
た
。 

 
 

 
 

 

・
そ
の
た
め
、【 

 
 

 

】
に
基
づ
く
情
報
な
ど
を
【 

 
 

 

】
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。 

  
 

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
【 

 
 

 

】
か
ら
の
自
由
が
目
的
。 

 
 

 
 

→
【 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

】
や
【 

 
 

 
 

 
 

】
の
方
が
優
先
度
が
高
い
。 
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⑨ 
⑦
の
Ｅ
Ｕ
と
⑧
の
ア
メ
リ
カ
を
比
較
す
る
と
、
ま
っ
た
く
対
応
が
異
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
筆
者
は

こ
の
違
い
を
何
の
差
が
出
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
。
答
え
な
さ
い
。 

  

 

三 

次
の
質
問
に
答
え
な
さ
い
。 

⑩ 

日
本
に
お
け
る
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
に
つ
い
て
、
次
の
空
欄
を
埋
め
て
ま
と
め
な
さ
い
。 

 

●
考
察
（
Ａ
） 

・
現
在
は
、
検
索
サ
イ
ト
の
運
営
会
社
が
【 

 
 

 
 

 
 

の 
 

 
 

 
 

 

】
を
公
表
す 

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

・
し
か
し
、
他
の
検
索
サ
イ
ト
会
社
で
そ
れ
が
運
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、 

【 
 

 
 

 
 

 

】
が
作
っ
た
【 

 
 

 
 

 

な 
 

 
 

 
 

】
が
必
要
に
な
る
。 

 

●
考
察
（
Ｂ
） 

・
日
本
の
裁
判
所
が
、
Ｅ
Ｕ
の
裁
判
所
と
異
な
る
判
決
を
し
た
場
合
、【 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

】 

に
つ
い
て
、【 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

】
が
存
在
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。 

 

●
筆
者
の
結
論 

・
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
は
、【 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

】
な
課
題
で
あ
り
、 

日
本
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。 

 

・
だ
か
ら
、【 

 
 

 
 

 

】
な
議
論
で
は
な
く
、
日
本
に
お
い
て
も 

【 
 

 
 

 
 

 
 

 

が 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

】
の
か
と
い
う
、 

【 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

】
を
見
直
す
時
期
だ
と
言
え
る
。 
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論
理
国
語 

授
業
プ
リ
ン
ト
②
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」 

一 

次
の
資
料
を
読
み
、「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
に
つ
い
て
各
国
・
各
地
域
の
対
応
を
ま
と
め
な
さ
い
。 

① 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ 

 

※
判
決
の
内
容
・
記
事
の
主
張
・
他
の
国
と
異
な
る
（
同
じ
）
結
果
な
ど
… 

    

② 

ア
メ
リ
カ 

※
判
決
の
内
容
・
記
事
の
主
張
・
他
の
国
と
異
な
る(

同
じ)

結
果
な
ど
… 

    

③ 

日
本 

※
判
決
の
内
容
・
記
事
の
主
張
・
他
の
国
と
異
な
る(

同
じ)

結
果
な
ど
… 

    

二 

今
後
の
日
本
に
お
い
て
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
を
ど
の
よ
う
に
保
障
す
れ
ば
い
い
の
か
。
ま
た
、 

そ
の
際
ど
の
よ
う
な
「
基
本
的
哲
学
」
が
必
要
か
と
思
う
か
。
あ
な
た
の
考
え
を
書
き
な
さ
い
。 
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（ 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

●
自
分
の
考
え
を
書
く
評
価
基
準
（
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
）
※
表
の
①
～
④
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か 

●
他
の
人
に
自
分
の
考
え
を
見
て
も
ら
い
、
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
お
う 

●
振
り
返
り
…
こ
の
取
組
を
通
し
て
学
習
で
き
た
こ
と
、
今
後
に
活
か
せ
そ
う
な
能
力
、
反
省
点
な
ど
。 

達

成

度 評
価 

①
質
問
内
容
に
適
切
に
答
え 

て
い
る
。 

②
資
料
や
本
文
の
内
容
を
踏 

 

ま
え
て
い
る
。 

③
説
得
力
の
あ
る
論
拠
を
示 

し
て
い
る
。 

④
現
実
に
即
し
た
自
分
の
意 

見
を
述
べ
て
い
る
。 

Ａ 

①
質
問
内
容
に
答
え
て
い
る
。 

 

②
資
料
や
本
文
の
内
容
を
踏
ま 

え
て
い
る
。 

③
論
拠
を
明
示
し
て
い
る
。 

 

④
自
分
の
意
見
を
述
べ
て
い 

る
。 

Ｂ 

上
記
（
Ｂ
）
の
①
～
④
の
基
準
の
い

ず
れ
か
を
満
た
し
て
い
る
場
合 

Ｃ 

３ ２ １ 

 

   

名
前 

   

評
価 

   

よ
か
っ
た
点 


